
Nara Saho College

NII-Electronic Library Service

Nara 　Saho 　College

住 宅 用 太 陽 光 発 電

　　　（4年間の 実績報告）

松　井　静　子

Operating　Report　 of 　the　Photovoltaic　Power 　Generator
　　　　　　　　　　　　for　 Residential　 Use

Shizuko　 MATSUI

Key　words ： photovoltaic 　power 　generator，　 energy 　saving ，　 so 且ar 　energy
，
　new 　 sunshine 　program ，　 elean

ene 「gy

　　　　　　　　 1． は じめ に

　我々 は豊か な 円常生活を送 るた め に ，種 々 の 装置を

活用 して い る．しか し，こ れが電力消費 を増加 さ せ ，

発電 の ため に多暈 の化石燃料 （石炭，石油 ，天然 ガ ス

等）を消費す る，そ の 結果，多量 の 二酸化炭素を発 生

し
， 地球温暖化を もた らす．こ の よ うな消費構造 か ら

脱却す る方策 と して 新 エ ネ ル ギ ーの開発 ， 導入 が あ り，

太陽光，風力，波力，潮 力，地熱 ，バ イ オ マ ス 等 の 利

用が考え られ る ，こ れ ら は そ れぞれ
一

長
一

短 があ るが ，

現在の 技術 レ ベ ル ，利用場所，経済性 ，地 域性 ，利便

性等を考慮 す れば，太 陽光 に よ る発電が最 も優位 で あ

る こ とが指摘 され る ．すな わ ち，地域 を選 ば ず ，無公

害．且 つ メ ン テ ナ ン ス フ 1丿
一

で あ る と い う こ とで あ る，

　利便性 の 点 に お い て も，電力 （電気 エ ネ ル ギー）は ，

適当な装置を介 して 光，音 ，熱 ，動力等 の 他 の エ ネ ル

ギ ー
に 容易 に 変換可能な こ と．輸送が 速 く，簡単 （ス

イ ッ チ ．
っ ） で あ る こ と は周知 の 通 りで あ る．

　 こ の よ う な 電 気 エ ネ ル ギーの 優位性 （将来的 に も）

を種 々 列記 したが ，実際 に住宅 に 太陽光発電を導 入 す

る に 当た り，装置や 施工 に関する資料は豊富 で あるが，

運転実績に 関す る もの が 極め て少 な い の が現状で あ る．

そ こ で 筆者 らの 4 年 間の 運 転結果 をま と め て み た，

　　　　　　　　 2．施設概要

　こ の 報告で 紹介す る 発電 施設 は ，最 大 出力 が 4．2

［kW ］ の シ リコ ン 太陽電池 で 構成 され て い る ．図 1 お

よ び表 1 に そ の 概要 を示す．

図 1　 太 陽光発電施設 （最大出力4．2 ［kW 」）
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表 1　太陽光発電用 主要機器の 概要

シ リ コ ン太陽電池モ ジ ュ
ール （HIP− F47Bl）

最大出力 150［刑 （1枚当 り）

最大動作電圧 46．8［V］
開放電圧 60［V］

最大動作電流 3．21［A］

短絡電流 3．68［A］
寸　　法 1．32［皿 ］xα895［m ］x30 枚
パ ワ

ー
コ ンデ ィ シ ョ ナ （SSI− TL45Al）

最大許容入力電圧 直流 　 370［V］

出力電圧 交流　 200［V］（単相〉

出力（電 力） 4．5［kW］

出力電流 22．5［A］
力率 95．0［制 以上

周波数 50／60［Hz］

　 こ の シ ス テ ム は，通 常 は常時電 力 会社の 配電線 に 接

続 されて い る．い わゆ る並列連系型 シ ス テ ム で ，余剰

電 力が生 じた と き に は何時 で も配電線 に 送 り込 まれ

（売電），不足 の と きに は 自動的 に 配電線 よ り電 力が 供

給 さ れ る （買電） よ う に な っ て い る ．従 っ て 全 く メ ン

テ ナ ン ス フ リ
ー

で あ る か ら，今後 の 住宅 お よ び巾小規

模の こ の 種の シ ス テ ム の主流に な る もの と考え られ る

（図 2参照）．

図 2　 配電系統図

　　　　　　 3．変動 す る発生電力

　地上で の 太陽光発電で あれ ば，そ の 発生 電力 は ，太

陽放射一日射や 日照時間に依存 して変化す る こ とは当

然 で あ る．図 1 の よ うな南面固定式 の 場合，図 3 の 例

に 示 した よ うに ，晴天 日 に お い て も 日 の 出後 お よ び 日

没前 の 2 〜 3 時問 の 出力は 、正午頃 に 比 べ て 大 幅 に 低
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図 3　 天候 に よ る太陽光発電施設 の 発電電 力の 変化

下す る ．こ れ は 太 陽高 度が 低 い 場 合 ，通 過 大気 層

（air 　 mass ） の 増加 に伴 う入射光 の 減衰 ，入射角の 増加

に よ る太陽電池表面 で の 反 射損失の 増大 に よ る もの で

あ る ．

　曇天 凵 に は ，同図 の 例に示すよ うに雲量 の 変化に伴 っ

て 出力 は人 き く変動 す る ．雨 天 の 場 合 の 出 力 は

0．1〜0．3 ［kW ］（1〜 2 ［kWh ／ 日］） まで 低下 す る ．

こ の よ う に太陽光発電 は，出力 の 変動が大 き く単独運

転で は非実用 的で ，蓄電池 と接続す る か，ま た は本 シ

ス テ ム の よ う に 前述 した 系統連系 にす る必要が あ る ，

　　　　　 4． 日照時間 と発電電力量

　図 4 に 4 か年間の 月間発電電力量 の積算値 の 推移 ，

図 5 に 4か年閻 の 月間 日照時間の年変化 ，お よ び こ れ

らに 対応 した月間発電電 力量 の 年変化値 を示す ．図 4

よ り本発電施設 の 1997年 9 月〜2001年 9 月 の 4 年間の

総発電電力量 は 17，137 ［kWh ］ で あ っ て ，こ れ は 1

目平均 11．74 ［kWh ］に相 当す る．ち な み に ，2000年

9月〜2001年 9 月の 1か年 で は 5，034 ［kWh ］ で あ っ

て ， 凵 平 均 値 は 13．8 ［kWh ］ と な り ， 1 日約 2

［kWh ］ も増加 して い る ．こ れ は今 年 （2001年） が 11

年周期 の 太 陽活動 の ピ
ー

ク年 （文献（1）の 天文部の p．28）

に 相当す る こ と，4 月および 7月期の R 照時間 の 長か っ

た こ とな どが そ の 主 因で あ ろ うと考 え られ る ，逆 に

1998年は 天候不順で 年間 の 日照時閤 も短 く，発電 電力

景 も他 の 年度 に 比 べ て 低 下 して い る．
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図 4　 4年間の発電電力量

　図 6 は ，札幌，東京 T 奈良 ， 福 岡 ，那覇 の 1961 年か

ら1990年 の 月間お よ び年間 の 日照 時間 （30年間 の 平均

値）
1 ）

を比較 した もの で ，奈良 の み 1999年 の 月間 目照

時間
2）

（太 い 実線） も併記 した．

　　　　　　　　5 ．視程 の 影響

　 こ の 発電 施設の 4 か年間の 運転 メ モ に よれ ば，最 高

発生電力 （交流 出力） と し て 4．2 ［kW ］ が 記録 され

て い る．しか し，通常は 10時〜14時の 間 の 晴天時 に お

い て も3．0〜3．8 ［kW ］程度で あ る．こ の よ う な 出力

の 低下 を も た らす要因は，大気 の 混濁す な わ ち 霧，か
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すみ ，煙，黄砂等の 微粒子 に よる太陽光 （可視 お よ び

近 赤外域） の 散乱，吸収 に起因す る もの で あ っ て ，気

象観 測 に お い て は 視程 （visibility ） ＝ 視認可 能 な最

大距離 ［km ］ で 表さ れ る
u；．視程 が 30 ［km 」 以 L の

晴天 日 に は 3．5 ［kWm ］以 Lの 出力 が得 られ るが ，晴

大 で も数 ［km ］ か ら 20 ［km ］離 れ た山 々 が 霞 ん で

見え な い 目 に は，正午頃 で も出力が 3 ［kW ］ 前後 で

ある，図 5お よ び図 6 の 年間 日 照 時間 に 比 べ て 発電電

力量 が少 な い の は ，3． で 述 べ た 通 り朝夕 の 太陽 光 の

入射 角 の 影響 （大半が 太陽電 池表面で 反 射），お よび
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図 5　 4年間 の 月間発電電 力量 と

　　月間 日 照 時間 （発電 ： 奈良県

　　田原本町 、 日照 時間 ： 奈良地

　　方気象台）

通 過大気層 の 増加 （同 じ厚 さで も，斜 め に通過す る の

で 厚 さが 極端に 増加 した こ と に な る，人気汚染 も影響）

に よ る減衰
．
に起因す る もの で あ る．

　　　　　　　　 6．おわ りに

　1997年夏よ り 4 年間 の住宅 用太陽光発電施設 の 運転

結果を ま と め て み た．昼休み に屋外の 風景を眺 め て み

て ，大気 の 透 明 度か ら視程を推定 し，日 照 と合わ せ て

そ の 時点 の 発 電電力 を推定する こ とが で きる．現段 階

で は 、 経済的 に は 20数年の 運転で 収支が 償わ れ る 程度
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図 6　月問 口照時間 （1961〜1990年 の 平 均値、お よ び奈良 の 1999年の 月間値）

で あ る が，省 エ ネ ル ギ ー意識 の 向 1．t，環境保 護 へ の 貢

献 ， 心 の ゆ と りを もた らすな ど の 副次的効果が 大き い ．

こ の 報告が ，今後 の 太陽光発電 の導入に 多少と も参考

に なれ ば幸 い で あ る，
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